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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
彩
西
支
部
か
ら
車

い
す
２
台

災
害
支
援
の
た
め

▼
入
間
川
中
学
校
家
庭
科
部
・
美

術
部
か
ら
６
千
２
８
８
円

▼
奥
富
小
学
校
栽
培
委
員
会
か
ら

８
千
８
５
０
円

▼
室
岡
和
俊
さ
ん
か
ら
60
万
円

▼
室
岡
睦
子
さ
ん
か
ら
30
万
円

社
会
福
祉
の
た
め

▼
狭
山
市
建
設
業
組
合
か
ら
２
万

５
千
７
０
９
円

▼
㈳
東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
か
ら
１

０
０
万
円

み
ど
り
の
基
金
へ
寄
附

▼
㈱
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
か

ら
30
万
円

消
防
団
の
退
団
者
と
団
員

家
族
に
感
謝
状

　

永
年
に
わ
た
り
、地
域
消
防
の

た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
団

員
と
活
動
を
支
え
て
い
る
家
族
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
狭
山
警
察
署
長
表
彰

前
第
１
分
団
分
団
長
・
西
原
朝
信

氏
、前
第
３
分
団
分
団
長
・
仲
川
知

範
氏
、前
第
７
分
団
分
団
長
・
石
井

明
彦
氏

◆
永
年
勤
続
消
防
団
員
家
族
表
彰

横
田
フ
ジ
子
氏
、大
河
原
香
織
氏
、

木
船
麻
貴
氏
、大
石
玲
子
氏
、田
口

敬
子
氏
、宮
岡
恵
子
氏
、植
竹
裕
子

氏
、指
田
和
子
氏
、木
村
怜
美
氏
、

小
谷
野
こ
ず
え
氏
、小
田
和
江
氏
、

諸
井
ま
ゆ
み
氏
、髙
橋
久
美
子
氏

他
２
名

問
合
せ
警
防
課
へ
☎
２
９
５
３
‐

７
１
１
４

消
防
行
政
功
労
者
に
感
謝
状

　

永
年
に
わ
た
り
、狭
山
市
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
展
と
防

火
思
想
の
普
及
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
た
佐
藤
信
男
氏
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

問
合
せ
消
防
総
務
課
へ
☎
２
９
５

３
‐
７
１
１
２

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

利
用
方
法
を
変
更

　

施
設
の
有
効
利
用
と
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、４

月
利
用
分
か
ら
、利
用
時
間
区
分

な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

◆
利
用
時
間
区
分

　

９
時
か
ら
22
時
の
開
館
で
、２

時
間
単
位
を
基
本
と
す
る
６
区
分

に
変
更
し
ま
す
。（
19
時
か
ら
22
時

は
３
時
間
）

◆
使
用
料

　

利
用
時
間
区
分
の
変
更
に
伴
い
、

２
時
間
単
位
の
使
用
料
に
な
り
ま

す
。（
現
在
の
１
時
間
あ
た
り
の
単

価
と
同
額
）

※
団
体
利
用
の
み
。申
込
方
法
な

　

ど
は
、従
前
と
同
様
で
す
。詳
し

　

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

へ
☎
２
９
５
８
‐
０
５
９
５

差
押
動
産
を
公
売

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
期
間
２
月
13
日
㈬

の
13
時
か
ら
26
日
㈫
の
23
時　

入

札
期
間
３
月
５
日
㈫
の
13
時
か
ら

７
日
㈭
の
23
時　

入
札
方
法
ヤ
フ

ー
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売　

問

合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
８
０

市
税
の
休
日
納
税
相
談

　

平
日
の
納
税
相
談
が
困
難
な
方
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
２
月
24
日
㈰
、９
時
〜
16
時

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

入
間
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
３
月
２
日
㈯
、９
時
〜
10
時

30
分（
雨
天
中
止
。前
日
の
天
候
に

よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）　

集
合

場
所
▼
右
岸
…
上
奥
富
運
動
公
園
、

い
る
ま
が
わ
大
橋 

▼
左
岸
…
笹

井
河
川
敷
多
目
的
広
場
、広
瀬
橋
、

昭
代
橋
、柏
原
河
川
敷
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
前　

持
参
品
軍
手　

※
団

体
参
加
の
場
合
は
、事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い　

問
合
せ
環
境
課
へ

内
線
３
６
８
２

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性

を
自
覚
し
、火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

統
一
標
語「
消
す
ま
で
は 

出
な
い

行
か
な
い 

離
れ
な
い
」　

問
合
せ

予
防
課
へ
☎
２
９
５
３
‐
７
１
１

３低
炭
素
建
築
物
の
認
定
制
度

　

平
成
24
年
12
月
４
日
に
施
行
さ

れ
た「
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、低
炭
素

建
築
物
の
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

認
定
基
準
に
適
合
す
る
新
築
な

ど
の
計
画
は
、工
事
着
手
前
に
申

請
を
行
い
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
、住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
税
制

上
の
優
遇
や
容
積
率
の
緩
和
措
置

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
建
築
審
査
課
へ
内
線
２
１

７
１

不
用
品
の
登
録
制
度

▼
は
無
料
、◇
は
応
相
談

譲
り
ま
す
▼
百
科
事
典 

▼
洋
服

だ
ん
す（
幅
１
１
７
㎝
・
高
さ
１
７

８
㎝
） 

▼
和
だ
ん
す（
幅
１
２
０

㎝
・
高
さ
１
８
９
㎝
） 

▼
茶
だ
ん

す（
幅
38
㎝
・
高
さ
１
７
３
㎝
） 

▼

学
習
机（
い
す
付
き
） 

▼
テ
レ
ビ

台（
幅
42
・
５
㎝
・
高
さ
60
㎝
） 

▼

幼
児
用
自
転
車（
補
助
付
き
） 

▼

手
押
し
付
き
三
輪
車 

▼
電
動
マ

ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア 

▼
ま
き 

▼
五

月
人
形
五
段
飾
り 

◇
プ
リ
ン
タ

ー
用
イ
ン
ク（
エ
プ
ソ
ン
） 

◇
回

転
式
洋
服
掛
け 

譲
っ
て
く
だ
さ
い
▼
火
鉢 

▼
鉢 

▼
こ
た
つ 

▼
姿
見 

▼
卓
上
用
碁

盤 

▼
業
務
用
掃
除
機 

▼
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン 

◇
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー 

◇
家
庭
用
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン 

◇

女
児
用
自
転
車（
16
〜
22
イ
ン
チ
） 

◇
掃
除
機 

◇
卓
上
電
動
ロ
ク
ロ 

◇
二
層
式
洗
濯
機 

◇
電
気
こ
た

つ 

◇
自
転
車
の
前
輪（
27
イ
ン

チ
） 

◇
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

（
女
性
用
）

※
利
用
は
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

　

の
方
に
限
り
ま
す
。交
渉
は
本

　

人
同
士
で
行
い
、ト
ラ
ブ
ル
の

　

際
も
対
処
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
登
録
月
〜
土
曜
日
、９
時

〜
16
時（
祝
日
を
除
く
）に
不
用
品

登
録
専
用
電
話
へ
☎
２
９
５
４
‐

４
９
５
３

市長の主な動き

○1/6…消防出初式 ○1/9…県と
県市長会・県町村会との新年懇談
会 ○1/9・23…定例庁議 ○1/14…
成人式 ○1/16…人権問題講演会
○1/17…埼玉県都市競艇組合議会
臨時会 ○1/19…中学生との対談
○1/24…埼玉
県消防広域化
第4ブロック
構成市市長会
議、埼玉西部
消防組合設立
連絡会

　豊岡実業高校（現：豊岡高校）でお

茶について学んだ私は、これまでの

穀物、養蚕、家畜、野菜に茶製造を加

えて、農業の多角経営を目指しまし

た。そして、母校の隣地（現：入間市役

所）にあった茶業研究所の講習生と

なり茶業技術を習得しました。

　しかし、技術は得たものの開業に

必要な機械設備を整える資金は、と

ても持ち合わせておりません。その

時、以前から茶製造を勧めてくれて

いた入間市の遠縁に「機械を貸すか

ら」と促され、不安の中にも決断いた

しました。時を同じくして、ジョンソ

狭
山
市
長 

仲
川
幸
成

似
顔
絵
・
花
倉
正
喜
氏

市長随想

ひと声 ひと押し

ン基地に接収された土地が国に譲渡

されることとなり、資金のめどが立

ちましたので、19歳で父とお茶づ

くりを始めました。もちろん、父はお

茶のことは何も知らないので、私の

全責任でしたが、出足は順調でした。

　顧みますと、お茶をつくってみな

いかと誘われた「ひと声」と、機械を

貸すと言ってくれた「ひと押し」が今

のわが家の礎になったと思います。

　人生にはいくつもの節目があり、

それを乗り越えるためには、より多

くの人と交わり、知識や経験を深め

ることが大切であるとともに、周り

の人からの「ひと声 ひと押し」によ

って、転機を逃さず、好機をつかむこ

とができるものです。

市内の放射線量の測定結果

　市では、市内を2㎞四方のメッシ
ュ状に区切り、代表的な公共施設
15地点で空間放射線量の測定を行
っています。
　1月11日の各地点の測定結果は、
1時間あたり0.045～ 0.095マイクロ
シーベルト、年間換算値では0.237
～ 0.499ミリシーベルトで、国際放
射線防護委員会で示した平常時の
放射線量の限度（年間1ミリシーベ
ルト）をすべての地点で下回って
いました。各地点の詳しい測定結
果は、ホームページでご覧になれ
ます。
　なお、日常の放射線量に対する
相談をお受けしていますので、お
気軽にお問い合わせください。
問合せ環境課へ内線3681

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
は
、保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、納
め

忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。ま

た
、早
割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
の
多
い
前
納
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

納
付
書
か
年
金
手
帳
、預
金
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、ご
希
望
の
金
融
機
関
か
年
金

事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

25
年
度
４
月
か
ら
９
月
分
の
６

か
月
前
納
・
１
年
前
納
の
締
め
切

り
は
、２
月
28
日
㈭
で
す
。

問
合
せ
保
険
年
金
課
内
線
１
０
５

５
か
所
沢
年
金
事
務
所
へ
☎
２
９

９
８
‐
０
１
７
０

市　

政

市　

政

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ

　教育・子育て・キッズ　 募集

　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ

　教育・子育て・キッズ　 募集

　官公庁など
　
　
　〒  

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です

館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民

暮
ら
す

情
報
ガ
イ
ド　
　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

情
報
ガ
イ
ド　
　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

92

毎
日
が

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー


